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学位論文内容の要旨 

術後呼吸器合併症（PPC）は死亡率の上昇や ICU 滞在期間の延長と関連しており、高流量

鼻カニュラ酸素療法（HFNC）が、小児心臓術後の PPC 予防に有効かどうかを検討した。 

本研究は単一群前向き介入試験で、先天性心疾患に対する開心術が予定された生後 48ヶ

月未満の小児 100 名を対象とした。HFNC は抜管後 24 時間、不耐性がない限り 2L/kg/min の

流量で使用した。主要評価項目は、抜管後 48 時間以内の PPC 発生率で、PPC 発生率＜10％

であれば予防的 HFNC は有効であると判断した。また副次的評価項目は、抜管後 48 時間以

内の再挿管率、ICU 滞在期間、HFNC 関連有害事象とした。 

91 症例が解析対象となり、抜管後 48 時間以内の PPC 発生率は 18.7%であった。抜管後 48

時間以内の再挿管率は 0%、ICU 滞在期間は中央値 5日（四分位範囲：4−9 日）で、HFNC 関連

有害事象は認めなかった。 

小児心臓術後に予防的 HFNC を用いた場合の PPC 発生率を明らかにしたが、本研究ではそ

の有効性を証明できなかった。HFNC が小児心臓術後の酸素療法として有用かどうかを検討

するためには、さらなる研究が必要である。 

論文審査結果の要旨 

この研究は術後呼吸器合併症（PPC）が死亡率の上昇や ICU 滞在期間の延長と関連して

おり、高流量鼻カニュラ酸素療法（HFNC）が、小児心臓術後の PPC 予防に有効かどうか

を検討した。本研究は単一群前向き介入試験で、先天性心疾患に対する開心術が予定された

生後 48 ヶ月未満の小児 100 名を対象とした。主要評価項目は、抜管後 48 時間以内の PPC
発生率で、PPC 発生率＜10％であれば予防的 HFNC は有効であると判断した。また副次的

評価項目は、抜管後 48 時間以内の再挿管率、ICU 滞在期間、HFNC 関連有害事象とした。 
この検討の結果、再送管率は 0%であったが、PPC 発生率は 18.7%であった。したがって

小児心臓術後に予防的 HFNC を用いた場合の PPC 発生率を明らかにしたが、本研究では

その有効性を証明できなかったと結論づけられた. 
予備審査における疑問点、問題点：この研究の結果から、HFNC の有効性は明らかにさ

れないとされたが、基礎にある疾患の肺病変の有無や重症度、さらには血行動態の差による

群分けも行われていない研究であった。その上で、今回の研究対象の心疾患は、複雑な症例

が多く術前から肺疾患の合併が疑われる症例も多かったと想像できた。この上でのこの研

究の結果は、臨床上も有用な情報をもたらすと判断された。更なる研究の成果を期待したい

と考えられた。したがって、この結果は重要な研究成果と考えられ、この研究は価値ある業

績と認められた。

よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。

Efficacy of prophylactic high-flow nasal cannula therapy for 
postoperative pulmonary complications after pediatric cardiac 
surgery: a prospective single-arm study 
（小児心臓手術後の呼吸器合併症に対する予防的高流量鼻カニュラ酸

素療法の有効性：前向き単一群試験）


